


































































































































































































































































































































































































































































とかもしれないが，この時代の ―― おそらくは現在も ―― 中国には，とりわけ明






























































































































































































































６）「刺在 里？」（『文 学 』１９５７年第６期原載）前掲２）第２巻所収。
７）「杜子美 家」（『北京文 』１９６２年４期原載）前掲２）第３巻所収。
８）「 亮 摘印」前掲２）第３巻所収。























































３７）『漢語大詞典』上海：上海辞書出版社，１９８６―１９９３年。『 用  辞典』北京：商 印
，２０００年。
３８）『文 』１９５５年第５期，第９，１０期合併号。
３９）魯迅『野草』「 明人和子和奴才」は，そのことをもっとも端的明瞭にものがたっ
ている。
黄秋耘インタヴューに見る反右派闘争
―沈黙に甘んじようとした人々―
４３
